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第1回

第2回

第3回

第4回
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平成28年１月15日（金）
研究テーマの洗い出しを実施

平成28年２月15日（月）
研究テーマを選定（観光、レンタカー、外国人、道の駅、災害時等）

平成28年３月17日（木）
研究計画を報告（3テーマ）

平成28年６月15日（水）
中間報告、分析経過の報告①(民間データ等を用いた分析とデータ取得計画)

平成29年１月12日（水）
中間報告、分析経過の報告②(ドライブレコーダ調査・分析経過報告)

第6回 平成29年３月27日（水）
分析結果の報告、社会実験計画の立案

第7回 平成29年7月26日（水）
社会実験の具体計画の報告

資料１-２
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１．背景（九州観光が抱える課題）

1

・福岡空港周辺の大手６社営業所での外国人のレンタカー利用は５年間で約9倍に。

・レンタカー事業者では外国人レンタカー向けに交通安全の取り組みを行っているものの、外国人レンタカー利用者の
人身事故発生件数は５年間で増加傾向にある。

・今後も増加が予想される外国人ドライバーの観光動態や危険挙動を把握し、観光地までの円滑で安全な道路を提供
する必要がある。

出典）入国外国人数：入国管理局(2017.6)、外国人レンタカー利用者数：福岡県レンタカー協会（2017.7）

出典）交通事故総合分析センター、交通事故統計表データ

■外国人レンタカー利用者の人身事故発生件数※（九州）

■訪日外国人のレンタカー利用者数（福岡空港）

約9倍
・外国人の方が運転している旨を伝えるステッカー
による注意喚起

・レンタカー貸出時の日本の交通ルールの説明や
パンフレットの配布

レンタカー事業者の取り組み

ステッカーによる注意喚起
（ニッポンレンタカー）

日本の交通ルールの説明用パンフレット
（ニッポンレンタカー）

■主な記載内容
・交通ルールの注意点
・高速道路通行の注意点
・主な道路標識
・事故発生時の対応方法
・保険の内容 など

増加傾向



２．取組の全体像

・ドライブレコーダー、ETC2.0データを組み合わせ外国人レンタカーの来訪地、経路・立寄り地、急ブレーキ等の
行動特性や日本人ドライバーとの違いを分析。

・分析結果より課題を明らかにし、社会実験による対策の効果検証を行うことで、効果的な対策の検討・提言を行う。

■ドライブレコーダー調査

外国人レンタカーの観光周遊状況や
運転挙動等

■ETC2.0データ
日本人の観光周遊状況や運転挙動
等（外国人との比較）

ドラレコ取得情報：

走行経路、速度、急ブレーキ、立寄り
地、走行映像

ドラレコ設置状況

※依頼したレンタカー会社の車両にETC2.0
の車載がなく、設置の容易なドライブレ
コーダーを活用

分析結果（詳細は次頁より）

社会実験①
（ピンポイント事故対策）

外国人の走行が多く、急ブ
レーキが多発している箇所
（大分自動車道）で注意喚起
情報を提供

社会実験②
（目的地周辺の駐車場案内）

太宰府市を対象に、駐車場
情報の案内を提供
（太宰府市の駐車場満空情報提
供（WEB、VICS）を活用）

社会実験③
（立寄り地の観光案内）

外国人の立寄りが多い休憩
施設で、主要目的地周辺の
立寄りの少ない観光地の観
光情報を提供

データ収集

平成２８年度 平成２９年度

■走行経路分析結果
・大分自動車道を利用して別府・湯布院へ行く外国人が多い

■急ブレーキ・走行速度の分析結果
・大分自動車道で急ブレーキが多い

・外国人は速度超過による急ブレーキが日本人より多い

■走行経路分析結果
・観光地周辺での迷走を確認
（目的地での走行ログを確認し迷走車両を抽出）

■走行映像の分析結果
・観光地周辺の駐車場探索時に迷走が発生していることを確認
（抽出した迷走車両の車載カメラの映像を確認）

対策検討

■立寄り地の分析結果
・主要目的地(湯布院、別府)以外の周辺観光地には来訪が
少ない

・特定の立寄り地を把握（山田SA等）
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３． H28年度の取り組み内容

・外国人レンタカー利用者の約半数が大分自動車道を利用し、湯布院、別府に多く来訪している。

・外国人の主な走行経路となっている大分自動車道で急ブレーキの発生が多い。

・外国人は速度超過による急ブレーキ発生割合が日本人より高い。

経路分析結果（目的地までの課題の抽出）

外国人の周遊上位３パターン
① (39%)：福岡県(博多駅周辺、
太宰府)⇔大分県(湯布院、別府)
② (16%)：福岡県(〃)⇔熊本県

(黒川温泉)⇔大分県(湯布院、別府)
③ (9%)：福岡県内の周遊

※①②は大分道を利用（55％）

外国人レンタカー利用者の走行経路分析結果（300台） 外国人レンタカー利用者の急ブレーキの分析結果（300台）

■外国人300サンプルのうち、急ブレーキ発生箇所（6326箇所：-0.4G以下）における直前の速度超過割合

外国人32％（2031件／6326件）（うち大分自動車道(鳥栖JCT～別府IC)209件／315件）
日本人25％（231件／925件）

（直前に速度超過していた急ブレーキ回数／全急ブレーキ回数）
外国人（内訳）

・高速 41％（321件／781件）
・都市高速道路 18％（32件／181件）
・国道 28%（727件／2630件）
・その他道路 35％（951件／2734件）

日本人（内訳）
・高速 28％（ 19件／69件）
・都市高速道路 27 ％（ 10件／ 37件）
・国道 30 %（ 77件／ 258件）
・その他道路 22％（125件／561件）

※日本人は100サンプル

①福岡市

外国人レンタカー利用者の急ブレーキ・走行速度の分析結果（300台）

■凡例
●：－0.4G～ －0.5G 4,852回
●：－0.5G以下 1,474回

高速道路上（315回）
大分自動車道（鳥栖JCT~別府IC）
■急ブレーキ発生要因例
・速度超過による走行時の衝撃による加速度

福岡市

大分市

②別府市

■凡例
：走行経路

● ：走行ログ
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迷走発生箇所
迷走発生
台数

立ち寄り
台数

迷走発生
割合(%)

太宰府周辺 10 44 22.7
別府周辺 11 137 8.0
湯布院周辺 22 467 4.7

３． H28年度の取り組み内容

・外国人の主要観光地となっている太宰府天満宮周辺では、駐車場探索時に迷走が発生。

迷走状況の分析（目的地での課題の抽出）

迷走発生状況

⇒迷走発生割合が高い太宰府では
駐車場探索時の迷走を確認

迷走の分析結果（太宰府）

立寄り地の分析結果（外国人の休憩立寄り地(1時間未満)（上位10位））

湯布院・別府までの走行
経路上では山田SAへの
立寄りが最も多い

県名 目的地 回数
大分県 由布市湯布院町 308
大分県 別府市(大分地獄めぐり)周辺 105
熊本県 阿蘇郡南小国町(黒川温泉)周辺 103
福岡県 山田ＰＡ下り 47
福岡県 山田ＰＡ上り 46
熊本県 阿蘇市(大観峰)　周辺 35
福岡県 基山ＰＡ下り 34
大分県 由布市湯布院町(湯布院駅前)　周辺 26
佐賀県 基山ＰＡ上り 25
大分県 玖珠ＳＡ下り 24
合計 753

SA
SA

立寄り地の分析結果（湯布院・別府周辺の観光立寄り）

■凡例
→：最短経路
→：迷走経路

主要目的地（湯布院、別府）
周辺の観光地には来訪が少ない

由布市南部

湯平温泉

湯布院

別府

大分県立美術館OPAM

大分城跡
うみたまご

高崎山

大分市
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観光周遊状況の分析（目的地からの観光拡大の可能性）

山田SA
（立寄り回数93）

・外国人は主要目的地（湯布院、別府）以外の周辺観光地（由布市南部周辺の湯平温泉や大分市周辺の高崎山など）に
は来訪が少ない。

・主要目的地（湯布院、別府）への走行経路上では、山田ＳＡへの休憩立寄りが多い。

■凡例
●：1時間未満の立寄り 3359回
●：1時間以上の立寄り 1031回

▼表 迷走発生状況（上位3）

▲迷走発生台数の分布

別府
湯布院

太宰府

▲迷走時の走行映像（キャプチャ）

▼表 1時間未満の立寄り地（上位10）

※迷走：目的地周辺での遠回り
迷走発生割合=迷走発生台数／立寄り台数

駐車場が満車のため通過

満車



４．社会実験計画案① 外国人レンタカーピンポイント事故対策
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■簡易情報板（多言語） 【視覚】

▲簡易情報板による注意喚起イメージ

■発話型情報提供端末（多言語） 【聴覚】

※出発時に言語選択を行って利用者の母国語で音声案内が
出せるようにする。

仕組み
…ドラレコを設置するレンタカーに設置の了解を得て搭載

◆実験目的：経路上の交通安全支援（外国人への注意喚起による事故リスクの低減）
◆実験箇所（情報提供箇所）：外国人に特有の急ブレーキ発生区間と速度超過発生区間
◆実験方法：簡易情報板（多言語）による注意喚起【視覚】

音声発話型車載端末（多言語）による多言語音声による注意喚起【聴覚】

■実験方法（情報提供方法）

情報提供手法 情報提供内容
表示内容

韓国語 中国語

言語のみ

速度落とせ 절대감속 減速慢行
下り坂

速度落とせ
내리막
절대감속

下坡
減速慢行

SA
速度落とせ

휴게소
절대감속

服務區
減速慢行

ピクトグラム
+
言語

下り坂
速度落とせ

ピクトグラム+
절대감속

ピクトグラム+
減速慢行

SA
速度落とせ

ピクトグラム+
절대감속

ピクトグラム+
減速慢行

・対象箇所は韓国と台湾・香港人の走行が多い

・表示内容は、各国でなじみのある内容と、対象箇所の既存標識
を考慮したピクトグラムを提供予定
・情報板設置可能台数や関係機関協議により提供内容を決定

▼注意喚起情報提供内容（案）

■実験箇所（外国人特有の急ブレーキ発生区間）

外国人の走行台数が多く、急ブレーキが多発してい
る大分自動車道の中で、日本人データ（ETC2.0）との
比較により、外国人の急ブレーキ発生数が多い箇
所を選定

道路構造が一つの要因であることを確認
⇒日田IC～玖珠IC間

■実験箇所（外国人特有の速度超過発生区間） ■実験方法（情報提供方法）

車載器(スマホ)

韓国語⇔中国語

１
秒
間
隔
で
切
替

速度落せ

外国人の走行台数が多く、速度超過が発生している
大分自動車道の中で、日本人データ（ETC2.0）との比
較により外国人の速度超過及び速度超過率が高い
区間を選定
⇒筑紫小郡ＩＣ～朝倉ＩＣ間

ピクトグラム+多言語

１
秒
間
隔
で
切
替

下り坂 速度落せ ＳＡ 速度落せ

１
秒
間
隔
で
切
替

ピクトグラム+多言語

提供方法
…実験箇所に侵入した車両の速度を検知し、速度超過車両に

注意喚起

ここは制限速度100km/hの区間です。速度に注意して走行してください。

発話型情報提供端末
（多言語対応※） 情報提供内容（案）



◆効果検証方法：
・外国人利用者のドラレコデータから急ブレーキ、走行速度の変化（昨年度との比較）を検証
・各手法の効果を比較（視覚・聴覚）
⇒定量的・定性的な視点により社会実験効果を検証

４．社会実験計画案① 外国人レンタカーピンポイント事故対策
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■効果検証方法：ドライブレコーダーデータでの分析

【社会実験前（H28年度調査結果）】 【社会実験時】

➢各区間の事前・事後の急ブレーキの発生回数を比較・評価

（事前）情報提供なしの状態

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

■簡易情報板による注意喚起（視覚）

■音声発話型車載端末（音声）による注意喚起（聴覚）

速度超過車両の
平均速度110km/h
（規制速度100km/h）

急ブレーキ回数
0.3回/1走行

外国人特有の速度超過区間

外国人特有の急ブレーキ発生区間

外国人特有の急ブレーキ発生区間・速度超過区間

➢各区間の事前・事後の速度超過車両の速度、台数等を比較・評価

速度超過時に注意喚起音声
（多言語）を発話



・できるだけ迷走しなくて済む情報を提供し、円滑快適な旅行を楽しんで頂くために、駐車場マップや太宰府市が提供する駐
車場満空情報（Webサイトの翻訳版、VICS情報)を提供することで、迷走の低減を期待。

５．社会実験計画案② 目的地周辺の駐車場案内
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◆効果検証方法

◆実験目的：目的地周辺の駐車場案内（迷走による観光時間損失を低減し、観光地の魅力を向上）
◆実験内容：迷走が複数確認された観光地（太宰府）に対する駐車場関連情報の事前提供
◆実験箇所：太宰府市（太宰府天満宮周辺）
◆実験方法：太宰府市の運営する駐車場満空情報サイトの案内（多言語の説明書）、駐車場マップを福岡空港周辺の

レンタカー店舗で配布、VICSによる情報提供（H29.12 から情報提供開始予定）

・ドラレコデータによる行動変容分析：走行経路と車載カメラ情報から実験中の迷走発生回数を確認
・サイトへのアクセス数：実験中のサイトへのアクセス数を確認

実験内容

■情報提供場所
福岡空港周辺レンタカー店

■情報提供方法
出発時（レンタカーの貸出
時）にチラシを配布

Webサイトでは駐車
しやすい駐車場・満
空情報を案内

3

35

駐車場

駐車場

大きな駐車場への案内誘導

周辺の小さな駐車場

QRコードを読み込
むと、「太宰府市
観光交通ガイド」
Webサイトに移動

▲「太宰府市 観光交通ガイド」Webサイトの説明書（多言語対応） ▲「太宰府市 観光交通ガイド」Webサイト画面

Step①：QRコード(スマートフォン・
タブレット)を読み取る

Step②：「入口」を
タップ

Step③：駐車場のアイ
コン「空」をタップ

Step④：満空状況を確認



◆効果検証方法

６．社会実験計画案③ 目的地周辺の観光案内
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・山田ＳＡ手前で音声発話型車載端末から案内

音声アプリが起動、発話
“次のサービスエリアで外国人向け
の観光情報を提供しています。“

山田SA

・ドラレコデータによる行動変容分析：音声案内を聞いて山田SA
に立ち寄ったモニターの走行経路、立寄り地を分析

・アンケート・ヒアリング調査：山田ＳＡで外国語対応調査員に
より、情報確認者数の把握

・タブレット、チラシ等を山田SAに設置し、観光情報を提供

▲チラシイメージ

タブレット

QRコード付きチラシ

◆実験目的：立寄り地での観光案内（新たな観光需要の喚起を通した観光振興支援）
◆実験内容：情報発信の代用として立寄りの多い休憩施設で多言語観光情報を提供し、行動変容、観光需要波及効果

を分析
◆実験箇所：山田SA（外国人の休憩拠点（免税店があり、昨年度分析でも多数の立寄りを確認））

◆実験方法：音声発話型車載端末による立寄り誘導、タブレット・チラシ等による観光情報提供

実験内容①：発話型情報提供端末による立寄り誘導 実験内容②：タブレット・チラシ等による観光情報提供

湯平温泉
Yunohira hot springs

Japanese Traditional architecture

Access map

Hot soring with 
Beatiful nature

▲観光マップイメージ

設置
イメージ

⇒観光情報の閲覧数の向上のため音声で山田SAに誘導


